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さ

扇
谷
さ
ん
は
、
昭
和
日
年
か
ら
漁
業

に
従
事
し
、
宮
崎
浦
漁
業
協
同
組
合
長

を
昭
和
お
年
か
ら
昭
和
灯
年
ま
で
通
算

し
て
初
年
間
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
副

会
長
、
県
海
区
漁
業
調
態
委
員
会
会
長
、

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
長
の
要
職

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
漁
具
、

漁
法
の
改
良
を
し
て
宮
崎
で
大
型
定
置

網
を
定
着
さ
せ
た
の
を
は
じ
め
、
H

灰
付

け
わ
か
め
仰
の
特
産
化
に
カ
を
註
が
れ

土
品
1
」ト～
。

こ
の
占
フ
な
漁
業
の
振
興
に
努
め
ら

報 ……・…・・あ

選
挙
管
理
事
務
表
彰

、
毒
』

ι・
・
’

選
挙
管
理
委
民
会

同
一
む
長
究
バ
委
員

ー
司
直

a・司、
追
分
市
郎
（訂後

…・広

去
る
5
月
M
目
、
氷
見
市
で
開
催
さ

れ
た
富
山
県
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

連
合
会
の
第
詑
回
総
会
の
席
上
、
朝
日

町
選
挙
管
理
委
員
の
追
分
市
郎
さ
ん
が
、

昭
和
印
年
ロ
月
お
日
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、
委
員
と
し
て
通
確
に
職
務
を
遂

行
し
、
選
挙
管
理
の
円
滑
な
執
行
に
尽

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
表
彰
さ
れ
ま
し

た。

れ
た
功
績
に
よ
り
、

去
る
5
月
ロ
日
に

農
林
水
産
大
臣
か
ら
俊
与
さ
れ
ま
し
た
。

〈扇
谷
九
左
衛
門
氏
月
餓

元
宮
崎
浦
漁
禦
協
同
組
合
畏
〉

商
工
会
長
に

橘

賀

氏

／

朝
日
町
商
工
会
で
は
、
去
る
5
月
6

日
に
通
常
総
代
会
を
開
催
し
、
昭
和
町

年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
、
新
役
員
な

ど
を
決
め
ま
し
た
。

事
業
計
画
の
基
本
方
針
と
し
て
、
「商

工
会
館
の
建
設
」
「
経
営
改
董
百
及
率
業

の
推
進
」
な
ど
が
決
定
さ
れ
、
ま
た
空

席
と
な
っ
て
い
た
会
長
に
は
橘
貧
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
役
貝
は
次
の
と
お
り

会

長

橘

貰

副
会
長
木
村
信
嗣

大
井
絡
久

市
中
小
杉
興
作

梶
川
常
三

（理
事
省
略
）

臣・！：
n:u. 

高
田
憲
次
郎
氏

厚
生
大
臣
表
彰
に
輝
く

去
る
5
月
M
日
、
隠
必
士
大
臣
か
ら
身

体
障
害
者
更
生
援
議
功
労
者
と
し
て
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
高
田
憲
次

郎
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
身
体
障
害
者

の
更
生
援
護
の
相
談

・
指
導
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
身
体
障
害
者
協
会
の

要
職
に
あ
っ
て
、
協
会
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
表
彰
式
終
了
後
、
宮
中
に
お

い
て
天
皇
室
后
両
陛
下
へ
の
拝
謁
が
あ

り

憾

表
彩
者
初
名
と
l
団
体
を
代
表

さ
れ
ま
し
て
言
上
文
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
〈表
膨
状
を
手
に

宮
岡
田
憲
次
郎
氏
〉

• 
占
感
謝
療
機
幾
世
震
源
部
構
端
然
災
世
然
灘
浜
W
穂
市
界
説
侭
岨
燃

料
移
臓
の
お
知
ら
せ

縦

幽
無嫌
。
朝
日
町
農
業
セ

／
タ
l
v

刷

機

H

朝
日
町
森
林
組
合
H

恥

嫌

。
朝
日
町

山7

総

土

地
改
良
協
議
会
H

伊

灘

は、

5
月
幻
自
か
ら
、
旧
小
川
中

源

的側
学
校
に
移
転
し
ま
し
た
。
な
お
、

粉

浜

電
話
番
号
に
は
、
変
更
が
あ
り
ま

泌時尽

齢

せ
ん
。

泌

添
加
療
櫨
然
拙
療
岨
舟
泳
頃
晴
樹
穂
波
、演
出
煮
悩
廊
v派
選
県
淡
務

泊
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は

現
技
団
員
数
倍
完
結
成
は
昭

和
臼
年
で
す
が
、そ
の
前
身
H

サ

ン
フ
ラ
ワ
ー
ズ
。
は
、
昭
和
M
W

年
に
結
成
し
た
、
伝
統
あ
る
チ

ー
ム
。
昨
年
は
、
お
し
く
も
県

大
会
の
二
回
戦
で
敗
退
。

今
年
こ
そ
、

二
回
戦
の
壁
を

岐
ろ
う
と
、
チ
ー
ム
全
員
一
丸

と
な
っ
て
、
毎
朝
5
時
初
分
か

ら
の
練
習
に
一
汁
タ
成
し
て
い
ま

す
。

r…舎月の表紙

闘
や
県
で
は
、
L
P
ガ
ス
使
用
に
よ

る
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
毎
月
山
日

を
「
L
Pガ
ス
消
費
者
保
安
デ
i
」
と

し
、
テ
レ
ビ
‘
ラ
ジ
オ
、
新
聞
等
で
P

R
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
月
か
ら
こ
の
々
あ
さ
ひ
仰で
も
安
全

な
器
具
の
取
り
扱
い
、

事
放
防
止
を
呼

び
か
け
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

6
月
の
テ
l
マ
は
次
の
3
つ
で
す
。

。
ガ
ス
器
具
の
手
入
れ
の
励
行

。
三
ツ
又
の
嵯
止

。
ガ
ス
漏
れ
繁
報
器
の
設
置
促
進

ガ
ス
器
具
は
、
定
期
的
に
手
入
れ
を

し
、
消
潔
に
し
ま
し
ょ
・

1

三
ツ
リ入
に
よ
る
た
こ
足
配
管
は
や
め

念
品
』
し

ょ
・
7
c

終
報
総
は
．
肌
に
は
え
な
い
ガ
ス
を

い
ち
引
く
キ
f

ソ
チ
し
て
、
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
に
よ
る
事
政
を
未
然
に
防
止
し
ま

す
。管
報
酬
慌
が
鳴
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
、

す
べ
て
の
火
を
消
し
て
元
せ
ん
を
す
ば

や
く
閉
め
、
窓
や
戸
を
聞
け
て
換
気
を

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
販
売
店
に
述

内
桁
し
、
点
検
を
受
け
る
ま
で
、
ガ
ス
を

使
わ
な
い

4
7に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
ガ
ス
も
れ
蜜
綴
器
は

安
全
へ
の
山
づ
か
い〉

凋
斗

n
u
n／』

(2) 



ひ・・・ ・・第 32 2寄・・…・・・習へ九

’織
の

！！~ V曹.

Eア
とメ
；のシ

例
年
、

6
月
頃
か
ら
ゆ
月
に
か
け
て

局
地
的
に
、
緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ

ヒ
ト
リ
（
略
紘
ア
メ
シ
ロ
）
が
発
生
し

士
事
十
九ア
メ
シ
ロ
は
、
特
に
桜
や
柳
、
柿
な

ど
の
樹
木
に
発
生
し
や
す
く
、
幼
虫
（怠

黙
す
れ
ば
3
mぐ
ら
い
の
県
色
の
ケ
ム

シ
と
な
り
、
体
全
体
に
白
い
毛
会
話
生

す
る
）
時
期
に
糸
を
吐
い
て
巣
を
つ
く

り
巣
の
近
く
の
業
を
食
い
、
食
い
つ

く
す
と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
移
動
し
て
、
し

ま
い
に
は
木
全
体
が
ひ
ど
い
食
窓
口
を
受

け
ま
す
。

幼
虫
は
、
年
2
回
（
第
一
回
目
は
6
月

1
7
月
、
第
2
回
目
は
8
月
1
9
月
）

に
発
生
し
ま
す
の
で
防
除
を
行
い
綜
を

守
り
ま
し
ょ
・
ヲ
。

さ報…・……ーあ

ア

…広

私
遣
の
ま
わ
り
に
は
使
い
姶
て
さ
れ

る
も
の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
道
路
や
公

園
で
ポ
イ
と
伶
て
ら
れ
る
杢
カ
ン
も
そ

の
ひ
と
つ
で
す
．
投
げ
姶
て
ら
れ
た
空

カ
ン
は
、
と
て
も
見
ぐ
る
し
い
も
の
で

す
。
町
の
笑
し
い
景
観
も
台
無
し
で
す
。

「
私
姶
て
る
入
、
あ
な
た
拾
う
人
」

な
ん
て
、
後
始
末
を
考
え
ず
に
拾
て
る

人
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
、
地

防
除
法
と
し
て
は
、
彼
害
に
か
か
っ

た
枝
を
切
取
る
か
、

ポ
ロ
に
油
を
し
ま

せ
て
火
を
つ
け
て
巣
を
焼
く
か
す
る
の

が
一
番
で
す
が
、
大
発
生
の
時
は
薬
剤

散
布
が
必
要
で
す
の
で
、
デ
イ
プ
テ
レ

ヅ
ク
ス
、
ス
ミ
チ
オ
ン
、
ダ
イ
ア
ジ
ノ

ン
等
の

一
O
O
O倍
液
で
防
除
し
て
く

だ
さ
い
。

ア
メ
シ
ロ
に
つ
い
て
は
、
町
内
ぐ
る

み
の
集
団
防
除
が
効
果
的
で
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
町
内
で
話
合
っ
て
集
団
防

除
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

役
場
で
は
、
集
団
防
除
の
た
め
の
防

除
機
の
貸
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
町
内
単
位
で
、
産
業
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

域
に
住
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
た

い
へ
ん
な
努
力
を
必
要
と
し
ま
す
。

維
で
も
、
き
れ
い
な
環
岐
に
住
み
た

い
も
の
。

一
人
ひ
と
リ
の
心
が
け
が
明

日
の
町
づ
く
リ
に
な
る
の
で
す
。

ノ

海
釣
リ
は
、
年
齢
怖や

、

職
業
を
問
わ
ず
、
彬
や

μ
魚
を
通
じ
て
、

n然
に

’M
N

親
し
む
こ
と
が
で
き
、

お
し
か
も
比
較
的
容
易
に

Lf
艇

勾
行
え
る
こ
と
か
ら
、
こ

み

t
，o
d
『
れ
を
来
し
む
人
は
年
々

附
加
し
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
か
ら
、
近

年
、
漁
場
の
利
川
を
め

ぐ
っ
て
、
遊
品
川
告
と
漁

業
お
と
の
山
に
ト
ラ
ブ

ル
が
党
中
し
、
そ
の
件

数
も
榊
加
し
て
い
ま
す
い

昭
和
計
年
度
の
富
山
県
消
健
生
活
地

方
相
談
員
に
、
次
の
2
名
の
や
力
が
を
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

物
価
や
消
費
生
活
に
関
す
る
い
ろ
い

ろ
な
問
題
を
、
む
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
ε

玄関先にはこのマークがあります＠

。小森 幸子 （沼
霊堂2-1644

｛采）

。長原 民子 （犬家庄）
ft 3ーI6 7 3 

小
冊
や
機
は
、
生
産
の
場
で
あ
り
、
漁

業
針
に
と
勺
て
は
、
か
け
が
え
の
な
い

生
活
の
場
で
す

遊
漁
、
漁
業
を
問
わ
ず
、
水
産
動
物

の
採
摘
に
関
し
て
は
、

「漁
業
法
」
や

「山
口
問
山
県
漁
業
調
繁
規
則
」
専
の
諸
法

制
胤
に
よ
っ
て
州
統
制
さ
れ
て
い
ま
す

漁
業
者
は
、
こ
れ
ら
の
法
制
崎
ふ
守
一ウ

て
海
の
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
し
た

が
勺
て
、
遊
漁
お
の
皆
さ
ん
は
、
ニ
の

こ
と
を
理
解
し
、
ル

1
ル
や
モ
ラ
ル
を

守
っ
て
来
し
ん
で
く
に
さ
い
ゅ

な
お
、
逸
品
川
…
お
と
・漁
業
い
れ
の
ト
ラ
ブ

ル
の
予
防
と
解
決
の
た
め
に
、
こ
の
ほ

d・．． 

－

J
J
 これから織雨にはいり． 洪水の起きやすい時期にな

ります。 次の事 に注意 をして． 洪水 による被害を防 ぐ

ように努めましょう。 ど

J
U山
山
県
漁
場
利
用
調
給
制
日
地
区

協
議
会
”
が
投
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ト
ラ
ブ
ル
等
が
発
生
し
た
時
に
は
、
次

の
い
り
々
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
b

’V山
口
問
山
県
漁
場
利
別
調
幣

判
日
地
．H位
協
議
会

大
沢
能
松
（朝
日
町
町
平
野
卯
）

（宮

2
1
0
6
9
3｝

加
小
勝
点

一
（
朝
日
町
出
崎
1

2
7
2）戸
宮

2
1
2
4
8
9）

北
山
附
総
（制
H
問
針
作
揃
）

（
宮

4
1
8
8
2
5）

h
H川
桜
進
（例
日
町
叫
町
刊
｝

｛宮

2
1
0
4
6
G）

会
長。ラジオや テレビの F鰍によく 11:.a；して.., •• ,, に.tH伐

をたてる。

。 f~'l'ttに備え．情’l’i也士Iや トランジスタラジオの.•.＇！

検 をとしてれ 〈。

。飲料水めJIJ.Q；会ω
。仮 調巨品告と忘れずに湘1府iする。
。 集中・$ff : l :iやiJ~l/sで被・gを 7ける危険 のある』也械でtiI 
。巡t’f.t.必刈・進I鮮料路（2つ以上｝を係必しておく 。
・ガスなどのJ己申全は必ず切って必〈 。

・ ~人． (・ IJーな どLi'1＇・めに避警官を・させてください。

(3) 
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高山植物の宝庫朝日岳へ

山
開
き
登
山
会

参
加
者
募
集
中

高
山
um物
の
宝
庫
と
し

て
、
全
国
的
に
も
布
名
な

朝
日
掃
の
山
岡
き
登
山
会

が
、
朝
日
町
観
光
協
会
と

大
蓮
華
山
保
勝
会
の
主
催

て
笑
祉
喝
さ
れ
ま
す
。

朝
日
岳
か
ら
の
眺
望
は

す
ば
ら
し
く
、
北
ア
ル
プ

ス
を
は
じ
め
、
眼
下
の
黒

部
平
野
、
能
畳
半
島
、
ま

た
夜
に
は
日
本
海
の
漁
火

が
見
え
る
な
ど
パ
ツ
グ
ン

で
す
。
朝
日
町
の
シ
ン
ボ
ル
朝

日
岳
へ
、
あ
な
た
も
登
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時
6
月
初
日

ω

i
u日
刊
小
川
決
行

経
道
峠
広
場

初
日
午
前
8
時

5
、
8
0
0円

別
名

（定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。）

申

込

み

朝
日
町
役
場
産
業
課
へ
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
産
業
諜

観
光
係

（宮
3
1
1
1
0
0番
内
線
日

番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集
合
場
所

集
会
時
閉

会

費

募
集
人
員

． 
J~＼ 
の
健
．康
行絹
つ魁；

：： ： ： fffI 
‘ 
， 

人
は
、
か
・
内
だ
の
ど
こ
か
が
梢
む
と
、

す
ぐ
に
お
医
釘
さ
ん
に
み
て
も
・り
い
ま

す
。
し
か
し
、
心
の
病
え
は
ど
・7
で
し

ょ－
7
か
？

心
の
悩
み
が
持
続
し
て
、
食
欲
が
な

く
な
っ
た
り
、
限
れ
な
く
な
勺
た
リ
、

考
え
に
も
と
づ
か
な
い
行
動
が
続
い
て

み
人
も
家
紋
も
附
勺
て
い
る
の
に
、’
H

分
達
だ
け
で
悩
ん
て
い
る
・
』
と
が
あ
リ

ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う
な
と
与
は
、

で

き
る
だ
け
い
い
時
期
に
相
地
附
し
て
く
だ

さ
い
。
心
の
健
康
を
制
限
す
る
万
向
づ

け
が
で
き
る
よ
う
、
い
ろ
い
ろ
と
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
い
ま
す
ゅ
お
託
料
に
ご
利

附
く
だ
さ
い
J

。H

時

6
H幻
リ
山
附
午
後
l
叫

初
分
1
3時
ま
で

。。
l~I 場
込
み J折

黒
部
保
健
所

前
日
ま
で
に
電
話
で
ご
予

約
く
だ
さ
い
。

（宮
0
7
6
51
5
2

1
1
2
4
4）
 

（
一
期
分
）

町
県
民
税

〈
納
税
は
口
座
振
込
で
〉

納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
大
変
便
利
な
方

法
で
す
ゅ
申
込
み
及
び
詳
し
い
こ
と
は
、

役
場
税
務
課
（宮
1dl
1
1
0
0内
線
幻
－

M
）
へ
お
問
い
ん
n
わ
せ
て
く
だ
さ
い
の

郵
便
物
の
事
故
は

お
近
く
の
局
ま
で

、h
，、au 

局便郵

砂
郵
便
い
か
届
か
な
い
ヘ
中

｜
L

身
が
足
リ
な
い
v
な
ど
、
事

故
が
あ
っ
た
と
き
は
、
お
近
く
の

郵
便
局
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

忙
し
い
と
き
は
、
屯
ぷ
で
も
け
っ
・｝

う
で
す
。
事
政
に
つ
い
て
調
命
，

L
．

そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(4) 

申持参受議定 こと い！ と 公回 参 県
込4品料 H ろ β き 動 加民i両位品 語T番 印無印能学笠山 n 6 車 し技~込んしも院講j 鑑料名 県山 家間午後~~ の ま能
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ム

行

政

相

談

時

第

l
・
3
火
山
崎

H

午
前
山
時
1
午
後
3
時

朝
日
町
悩
紙
セ
ン
タ
ー

川

上

嘉

一

（宮

3
1
0
0
5
0）

ム
人
権
法
律
・
登
記
相
談

6
パ
同
日
（
火
｝

午
後
l
時
i
午
後
4
時

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

人
続
憾
縫
委
H

上

国

憲
二

（
宮

2
1
0
1
2
7
｝

証
回
祐
弘

（
宮

2
1
2
1
6
4）

倍
野

三
郎

（
宮

2
1
1
0
3
4）

日場

所
相
談
員

l:l 場
所

内
一
相
談
員

案
-<#  

｝ と
-#  

｝ 言炎

i時

相

日 ム
心
配
ご
と
相
談

時

毎
週
火
曜
“

午
前
日
時
1
午
後
3
時

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
宮

3
1
0
5
7
6）

場

所

①
日
時

ム
交
通
事
故
巡
回
相
談

場
所

②
日
時

場
所

第

1
・
3
月
蹴
日

午
前
日
時
i
午
後
3
時

黒
部
市
中
央
公
民
館

第

1
・
3
水
略
日

午
前
叩
時
1
午
後
3
時

県
魚
津
総
合
庁
舎
内

魚
津
地
方
県
民
相
談
室

が
少
な
い
な
ど
の
仰
山
で
、
似
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
附
鰍
な
打
の
保
険
料
を

免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

免
除
を
7
け
た
則
間
の
年
金
制
は

似
険
料
を
納
め
た
人
の
三
分
の
一
に
な

り
ま
す
が
、
続
出
的
に
余
怖
が
で
た
と

き
に
、
免
除
期
間
が
過

L
m年
以
内
で

あ
れ
ば
、
当
時
の
保
険
料
で
迫
納
す
る

、
｝
と
が
で
き
ま
す
》

似
険
料
の
免
除
を
7
け
る
に
は、

7

ハ
末
日
ま
で
に
申
請
の
手
続
き
を
す
る

必
要
が
あ
リ
ま
す
の
で
、
凶
M
八
年
金
の

芯
け
で
、
ご
相
ぷ
く
だ
さ
い
ね

な
お
、
こ
の
免
除
制
度
は
、
任
怠
加

入
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
輿
き
ん
な
ど
に

は
、
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

保
険
料
を

納
め
に
く
い
方
は

免
除
手
続
き
を

国
民
年
全
に
は
、
火
装
し
た
り
収
入

富山県婦人相談所より

婦
人
相
談
所
で
は
、
次

の

4
7な
相
談
に
応
じ
て

、
i
。

’bv
t
C『
一
r！？

。
生
活
に
自
信
が
な
く
な

っ
た
と
き

。
夫
婦
問
の
い
ざ
－
』
ざ
で

凶
っ
た
と
き

。
塞
庭
に
問
題
が
あ
る
と

記
2

、

。
異
性
と
の
交
遊
関
係
で

悩
ん
で
い
る
と
き

。
結
婚
や
離
婚
問
題
で
悩

ん
で
い
る
と
き

ま
た
、
婦
人
相
談
所
に

は
、
ど
う
し
て
も
家
に
い

｜ 6月27日日午後 2時

く〉記念講演

ふ

ら
れ
な
い
場
合
や
川
る
と
こ
ろ
の
な
い

場
人
い
に
は
、

一
時
的
に
入
所
し
、
問
題

を
制
解
決
す
る
よ
う
無
料
で
お
世
話
を
す

る

一
時
保
議
所
が
あ
り
ま
す
。
婦
人
相

談
員
は
次
の
レ
キ
ヲ
に
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
も
よ
り
の
と
こ
ろ
で
気
軽
に

話
し
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
相
談
も
行
っ
て
お
リ
ま

す
。
。
婦
人
相
談
所

富
山
市
西
岡
地
方
問
〒
蜘
｜
日

（宮

0
7
6
4
1
ω
6
2
5
2）

。
出
山
県
東
部
社
会
福
祉
宮
中
務
所

品
開
…
涼
市
新
宿
叩
番
7
主
T
問

（宮

0
7
6
5
1凶
5
3
1
1）

r.~ 1 

(5) 

A
斗
ハ

U
q
u
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朝包町立；白病院
消化器内科医長

坂東
恒三E

消費重モこS>,
か
ら
の

報
a包

公
事

毅先生

今
回
は
、
5
月
l
臼
よ
り
、
野
尻
先

生
の
後
を
受
け
て
、
泊
病
院
の
消
化
器

内
科
医
長
と
し
て
、
勤
務
さ
れ
て
い
る

坂
東
先
生
に
ス
ポ

ヅ
ト
を
当
て
て
み
ま

し
た
。

－
以
来
先
生
は
、
昭
和
的
年
生
れ
の
幻

成
。
出
身
は
、
も
ち
ろ
ん
朝
日
町
荒
川
。

そ
う
、
坂
東
医
院
（坂
東
健
二
先
生
）

の
息
子
さ
ん
。
先
生
は
、
特
に
ス
ポ
ー

ツ
鮮
き
で
、
泊
中
学
時
代
か
ら
、
野
球、

rどうしました〆』

「チ ヨット 胃のぐあいが」

よ
る
、

4
川
に
委
嘱
し
ま
し
た
H

町

泊
代
行
モ
ニ
タ
ー
仰
の
む
々
に
、

一
人

ひ
と
り
の
感
想
や
立
比
を
え
川什
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
．

H
M引
の
消
代
金
活
の
参
々
に
し
て
く
だ

さ
い
v

μ
取
初
は
、
伊
磁
モ
ニ
タ
ー

（荒

川
｝
か
・
り
い
た
だ
き
ま
し
た

砂
消
費
者
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
思
う
こ
と
H

川川
悦H
4
n
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
、

ι砂川、

食
品
の
悩
絡
調
介
，を
行
っ
て
い
ま
す
υ

食
生
活
の
多
緑
化
に
と
も
な
い
、

ど

のい柏
山
も
盟
副
な
食
品
が
山
絡
み
に
さ

こ
の
ペ
l
ジ
は
、
あ
な
た
に
開
政

し
ま
す
。

「あ
な
た
の
地
住
の
ニ

ュ

ー
ス
」
句
。聞
き
た
い
こ
と
L

な
ど
‘

作
所
、
氏
名
を
明
記
の
？
え
、

総
務

課
広
報
係
ま
で
お
切
符
せ
く
だ
さ
い
。

民国主Y
米の消費t立大小学生：f.スター

図i量Jr.! Mil~か ら

〈新就寝聖書のつどいから〉

最優秀賞山崎隆君
（山崎小6!f'.) 

う
ニ
と
。

2 

剣
道
に
活
路
さ
れ
、
大
学
時
代
に
は
、

馬
術
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
な
が
ら
も
、
か
ク

リ
ニ

ッ
ク
ス
仰
と
い
う
自
分
の
チ
l
ム

を
作
り
、
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
プ
レ
イ
ヤ

ー
と
し
て
鳴
ら
し
た
そ
ヲ
で
す
。
さ
て
、

先
生
に
、
モ
y
ト
l
に
し
て
い
る
言
葉

は
？
と
聞
く
と
、
す
か
さ
ず
「気
は
長
〈

心
は
丸
く
。
－ub
の
れ
を
小
さ
く
、
他
人

に
大
き
く
U

と
答
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、

他
人
と
の
付
介
い
で
、

一
書
積
一
安
る
こ

と
で
あ
る
と
同
時
に
、
消
化
路
系
の
狭

患
の
場
合
、
先
の

「%
は
長
く
；：：
」

の
反
対
の
気
持
ち
か
ら
く
る
ス
ト
レ
ス

を
係
凶
と
す
る
場
合
が
多
い
、
か
ら
と

の
こ
と
百
ス
ト
レ
ス
が
‘
溜
っ
た
な
ら

ス
ポ
ー
ツ
等
で
%
を
附
ら
し
、
心
に
わ

だ
か
ま
リ
を
持
た
な
い
こ
と
が
、

健
康

を
保
つ
最
大
の
路
一次
と
強
調
さ
れ
ま
し

た
。

〈患者宅~1$察する媛東先生〉

れ
て
お
り
ま
す
υ

昨
年
か
ら
物
価
の
動

き
も
特
定
な
物
を
除
い
て
、
は
ば
安
定

し
て
き
て
い
ま
す
。
消
化以
者
に
と
っ
て

は
本
当
に
芥
ば
し
い
市
中
で
す
。
こ
ん
な

時
だ
か
ら
こ
そ
、
家
討
を
山
内
る
伝
達
主

婦
の
腕
の
み
せ
ど
こ
ろ
て
は
な
い
で
し

ょ
う
か
：：：
。
あ
る
ス

l
ハ
ー
で
は
．

U
腐
に
似

ι期
間
が
炎
亦
し
て
あ
リ
ま

す
。
本
当
に
良
い
が
で
す
。
他
の
生
製

品
に
も
、
検
討
し
て
的
き
た
い
も
の
と

思
う
今
討
ニ
の
凶
で
す
。

J
A
心
々
や

H

制点
泣
年
月
H
o
等
、
品
物
の
選
択
に

充
分
・
注
意
し
て
、
本
当
に
賢
い
消
費
者

に
な
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

且
U
寸ハ
U
n斗

(6) 

P

美
化
奉
仕
活
動
を

終
え
て
ノ
・
4

朝
日
町
迎
合
青
年
団
で
は
、
今
年
も

述
合
婦
人
会
の
協
力
を
得
て
、
美
化
奉

仕
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

初
紅
を
思
わ
せ
る
日
差
し
の
も
と
で
、

符
川
河
口
か
ら
境
川
ま
で
の
海
岸

一
橋、

川
崎
、
場
地
区
の
同
道
・
沿
い
に
、
削
人

余
り
い
か
汗
だ
く
に
な
リ
な
が
ら
、
ゴ
ミ

や
ア
キ
カ
ン
の
副
収
に
あ
た
り
ま
し
た
。

最
近
、
特
に
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た

ア
キ
カ
ン
は
、
2
下
側
以
上
拾
う
な
ど
、

「何
よ
り
も
、
鈴
て
な
い
心
が
け
」
が

大
切
で
あ
る
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
た

一
日

で
し
た
。

ま
た
、

「住
み
よ
い
郷
土
、
美
し
い

町
、
朝
日
町
」
を
ス
ロ
ー
ガ
e

／
に
し
た

こ
の
連
合
行
年
凶
の
長
年
の
川
動
が
認

め
ら
れ
、
6
月
4
日
、
川
町
保
健
衛
生
協

議
会
の
大
会
に
お
い
て
、
品
批判w
b久
λ

け

た
こ
と
で
も
あ
り
、
今
後
、
よ
り

一
一桝ガ

ン
バ

っ
て
い
急
た
い
と
巧
え
て
い
ま
す
。
、、，，

・問
団－つ縫旧をンカmz 

で道a
 

，，、、

(7) 
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上
下小
伝
左
京

冬

銀

河

湾

村

節

チ

旅

路

泌

尿

て

い

鬼
龍
院
花
子
の
生
涯
宮
尾
登
美
子

招
か
れ
な
か
っ
た
女
た
ち
森
洛
チ

京
都
の
祭
に
人
が
死
ぬ
山
村
美
紗

夕

映

え

天

使

高

僑

玄

洋

天
衣
無
縫

源
氏
筏
太

右

の

腕

佐

木

隆

三

検

税

償

査

官

山

崎

図
一
男

后
鎌
鍋
物
目
指

江
川

晴

道

頓

堀

川

山

本

線

目－
sだ
よ
り

－
朝
日
町
立
中
失
図
・
館
｜

新
し
く
入
つ
だ
本
の
作
ゆ
か
か
ら
、
品
フ

話
題
の
本
を
紹
介
し
ま
写
。
ぜ
ひ
ご
読

を。魚津
だ
よ
り

池
図
弥
三
郎
著

住
み
な
れ
た
車
京
を
厳
れ
、
富
山
県

に
生
活
の
場
を
移
し
て
二
年
。
見
る
も

の、

聞
く
も
の
す
べ
て
に
旺
盛
な
好
奇

心
を
示
し
、
深
い
学
殖

t鋭
い
1

観
察
眼

て

民

俗
と
自
然
’T語
る
滞
伝
記

き

物帽
閥
、
佐
々
成
政

遠
藤
和
子
著

崎
間
中
を
平
定
し
た
戦
凶
の
武
将
の
波

乱
に

t
ん
だ
生
涯
を
史
実
に
基
づ
き
、

浮
き
彫
り
に
し
た
長
編
小
問
他
に
佐

々
成
政
史
跡
探
訪
、
佐
々
成
政
略
年
譜

収
載
。
新
着
図
・
案
内

お
C
ト
A
F

か一・’りリンュ

μ」
O
〆
I
E

報一一一……－あ一広

プ南奪
ロ十 ’E
Jt’Fな
球以る
を地
10 .tfZ 
f告 線
楽
し

見
i.l；る 三 笹
本方図沢
孟法・；t左
紀 ”ff呆

生
き
る
っ
て
す
ば
ら
し
い
宇

津

木

泣

士
口
兆
味
ぱ
な
し

湯
木
A
H

一

血
液
刑
t
に
よ
る
子
供
の
し
つ
け鈴
木
野
正

ス
ト
レ
ス
と
肉
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
平
井
市
総

会
議
の
聞
き
万
進
め
万
江
口
帆
附
内

ブ
ル

l
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
ス
会
陥
冊

実
業
之
日
本
社

。
婦
人
を
対
象
に
続
・
会
開
き
ま
す

第

l
M

6
月
M
日
制

午
後
l
時
1
3時

郷
土
の
伝
説

西

東

大
平
神
社
の

神

木

大
平

l
境

岐
川
の
大
平
川
と
荒
沢
川
の
合
流
市
…

付
近
、
や
や
開
け
た
山
貨
の
台
地
に
あ

る
大
平
部
洛
は
、
昔
よ
り
山
を
相
手
に

仕
事
を
し
、
生
討
を
た
て
て
き
た
村
で

(7日

だ

い
男
達
は
、
舟
と
サ
オ
を
操
り
な
が
ら

海
底
3
1
5
m
の
わ
か
め
を
採
取
す

る
。
〈
波
が
荒
く
て
：
：
：
v

4

・4，

宮崎ワカメ採り

r 

女
達
は
、
灰
に
ま
ぶ
し
た
あ
と
、
天

日
干
し
に
、

並
べ
る
．〈
お
年
寄
り
も

若
奥
様
も
ま

っ
く
ろ
・
：
v

〈賓の秋〉

大家庄地区にで 6月5日町内
ではじめての変刈りが行われ
ましt.：。

し、だオコのち

5月28日町内の小学校合同運動全が聞かれました。
横一線．どちらが先にかけつ〈か／
〈ガンパレ'Jlンパレ〉

.J 

こ
れ
が
ほ
ん
と
の

夫
婦
の
助
り
あ
い

〈
エ
ッ
ホ
、
エ

ッ
ホ
：
・〉

あ
る
ψ

そ
の
た
め
山
神
隙
を
配
る
伺
が

村
内
や
山
深
い
所
に
も
あ
リ
、
山
や
水

に
対
す
る
い
仰
心
も
川
ゆ
か

リ
た

い
つ
墳
の
訴
し
な
の
ど
ろ
う
か
、
村

を
凡
下
す
よ
う
に
付
は
ず
れ
に
あ
る
ト

二
祉
の
お
宮
の
境
内
に
は
、
ね
の
木
や

そ
の
他
の
大
木
が
う
っ
そ・
7
と
繁
っ
て

い
た
。
そ
の
中
に
神
本
と
い
わ
れ
た
大

村
が
あ
勺
た
。
あ
る
時
、
そ
の
仙
仰
木
を

2
1
3
人
の
村
人
が
、
村
の
人
々
に
相

談
を
し
な
い
で
切
り
倒
し
て
し
ま
勺
た。

す
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
神
僚
が
そ

こ
に
現
わ
れ

「抽
仰
の
湯
所
を
荒
し
た
者

に
罰
を
与
え
る
ぞ
」
と
、
お
そ
ろ
し
い

言
葉
を
残
し
て
消
え
去
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
は
山
に
住
み
、
山
に
生
き
、
山

や
木
に
対
す
る
信
仰
と
共
同
叫
ん
存
の
生

川
悠
か
り
生
ま
れ
た

？

の

で

い

ろ
う
。

問

〈写
真
は
十
二
社
v

善
意
の
預
託

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
悩
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
打
々

か
ら
善
意
の
傾
託
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
名
i
u
u肢
市
劇
部
川
川
助
さ
ん
よ
り

亡
姉
南
部
よ
し
さ
ん
が
世
話
に
な

「
た
地
域
悩
祉
へ
の
お
礼
と
し
て
卜

が
円
を
朝
日
町
左
人
ク
ラ
ブ
述
介
会

へ
桁
定
後
付

マ
山
川
崎

．M
谷
九
左
衛
門
さ
ん
よ
リ
、

叙
動
…に
感
謝
し
て
と
一五
万
円

マ

沼

保

と
〈
名
さ
ん
よ
り

一
万
五
千

百
二
十
三
円

マ
崎
大
－
巾
す
す
ど
き
ん
よ
り
二
千
五
百

円

鋪
可訟
磁
窓

…JJn山一

鋪
ヴh
A
H
J
f
H
A
J

－J
C
φ
窃
…

陣
・
お
す
こ

ロ
ド
吋F

M

や
か
巳

必

〆

a岨

／
ツ
イ
ゆ
＼

畠園

東

下
町
絵
下
宏

一
長
女
式
市
総
f

M
西
三
浦
町
久
野
木
長
長
男

会

中

町

大

井

光

総

長
男

慶
太
郎

凶

本

町

氷

見

良

章

三

男

俊

昌

明

金

清
水
町
仙
名

三
総

長

男

陸

前

凶

清

水

町

松

原

政

義

長

男

知

法

倉

市
黒
ハ
中
野
絞
附
光
総
長
川内
学
ぶ
郎

M
西

町

納

本

．比
例
H
K
K
悠

希

凶

縦
町
大
久
保
雌
雄
日
以
出
力
桁
納

金

辻
岩
崎
水
野
閣
昭

二
女
官
比

f

M
柳

凹

大

久

保

美

次

長

男

光

金

三

校

僑

必

団

総

長

男

利

也

剣
お
し
あ

一
回
わ
せ
に

問

。
日

崎

血理

凱
…
都
市

M
O宮
崎

金

集

部

市

M
O谷
崎

u
m
O
HM

崎

金

山

崎

金金金金金金金金金金金金金金金金金金会会金金金金金金金金金金金会会会金金金金金金金金金金金金金金金金会会

小辻 桜 I・. 削’内終｝；＼ お 0 0 () 0 0 0 0 0 0 
(1: i＇~· f'千谷 ifi Ii.Ill三二 ／ 人 小 it I：・：j 比” に〈人 lii'.li•] li•J 校校総卜.fi1：符
池崎 町引許~~ Ill崎 ；ミ 持谷れ y；目点普7：川陥院治 i$ぷ 箇j 町崎山崎町野町II 悶［町町町塚田J川川

今
日
は
、
家
臨
総
山
の
い
そ
が
し
さ
。

〈
今
日
は

3
雌
の
伐
だ

っ
て

い
そ
が
し
い
ん
だ
ぞ
V

臥
い
・

M

M別
美

島

幸

級

品

H
m
・中
山
町
…

,'{ A、悔 ，＇｛ 小小； ~j l刈川川山大小’l、

災 •）｝. ~ 1,(i •)1‘ 
久
r心

111 n・HI!'Jlt川川 ;it; i:川村地本山山 ｜刈 待以以
長敏·，1~ 忠必興 ｝，長

長久

け：llJIff健n久、

l街れてす水

二軍
山水 h桜胤かI小小．イIt~,q t,b¥松

よ
（的
）

隣
（時
）

八
（
別
）

・ぃh
H
（
別
）

よ
（刊
）

よ
し
ゑ
（mw
）

紗

f
（部
）

術

助

（ロ）

み

よ

（部
）

ふ

な

（時
）

体

一一（
印｝

.+: !ft I也地内 竹 Jf・Jt-本内本

以 1111缶
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小
児
科
外
来
診
療
の
7
ち
で
、
咳
は
日
常
経

験
す
る
最
も
多
い
訴
え
の
一
つ
で
す
。
咳
の
治

療
に
は
、
現
に
起
こ
っ
て
い
る
咳
を
止
め
る
対

症
療
法
と
、
咳
の
原
因
に
対
す
る
原
因
療
法
の

こ
つ
を
行
い
ま
す
・
対
症
療
法
に
は
、
鎖
咳
・
去

綴
剤

（い
わ
ゆ
る
せ
き
止
め
慈
）
を
用
い
る
わ

け
で
す
が
、
お
母
さ
ん
方
の
中
に
は
、

e
せ
き

止
め
を
飲
ん
だ
か
ら
、
必
ず
咳
が
止
ま
る
e

と

思
い
込
ん
で
い
る
方
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

咳
に
も
、
止
め
て
良
い
咳
と
、
止
め
て
は
か
え

っ
て
良
く
な
い
咳
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
欲
し

い
の
で
す
。
止
め
て
由
民
い
咳
と
は
、
い
わ
ゆ
る
か

ら
咳
で
療
を
伴
な
わ
な
い
咳
で
す
。
こ
れ
は
、

百
日
咳
や
は
し
か
の
湯
合
な
ど
に
良
く
み
ら
れ

ま
す
が
、
小
さ
い
子
供
で
は
、
睡
眠
が
妨
げ
ら
れ

た
り
、
曜
吐
し
た
り
し
、
そ
の
た
め
に
疲
労
し

て
し
ま
い
ま
す
．
こ
の
場
合
に
強
力
な
鎖
咳
剣

を
投
与
し
て
、
何
と
し
て
も
止
め
て
あ
げ
な
け

6月の
健康「！写

咳：Z
」急

小
児
科
医
長

谷

守
正

さ報………H ・H・あ一広

従
来
、
役
場

（窓
口
）
で
行
っ
て
い
た
妊
娠

属
の
受
け
付
け
が
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
変
更
に

な
リ
ま
し
た
。

受
付
時
間

平

日

9
時
3
4叫
吋
却
分

土
曜
日

9
時
1
日
時
却
分

妊
娠
が
壁
必
し
た
方
は
、
な
る
べ
く
れ
十
め
に

届
出
を
し
ま
し
ょ
う。

さ

町
田
四
回
目

昭和 56年度
雄抱強；＇；！叫叫一

出
町
田
回
‘T‘ 

40 0 

43 I 

ハ
）必
料
開
〉
J

附

df

u

慈
子
注
リヨ
じ

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
絞
め
か
ら
ん
だ
湿

っ
た
咳
の
場
合
は
、
む
や
み
に
止
め
て
し
ま
フ

の
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
場
合
の
咳
は
療

を
出
す
た
め
の
生
理
的
反
射
で
、
咳
を
止
め
て

し
ま
っ
と
伎
の
緋
池
を
妨
げ
る
た
め
に
、
か
え

っ
て
病
状
を
悪
化
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
・
で
す

か
ら
湿
っ
た
咳
の
場
合
に
は
、
伎
を
柔
か
く
し

l

て
切
れ
房
長
く
す
る
薬
を
用
い
て
、
絞
め
排
出
店
弘

主

i
z－
－
が
必
要
で
、
咳
を
止

箇

め
て
し
事
ヲ
薬
は
用
い
な
い
の
で
す
。
し
た
が

金

っ
て
、
咳
が
お
さ
ま
る
の
に
日
数
が
か
か
リ
ま

9

す
が
、
原
因

（炎
症
な
ど
｝
が
治
癒
す
れ
ば
し

川

だ
い
に
咳
も
経
快
し
て
き
ま
す
。
ま
た
、
咳

巴

の
出
る
受
号
、
業
を
き
ち
ん
と
飲
む
こ
と
も

成

大
事
で
す
が
、
そ
の
態
寄
与
る
こ
と
、
泌

ス

気
を
与
え
る
ζ
と
、
十
分
に
水
分
を
与
え
て
絞

を
柔
か
く
す
る
こ
と
な
ど
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

皮
膚
科
を
開
設

泊
病
院
で
は
、
総
合
医
療
機
関
と
し
て

よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
皮
膚
科

を
6
月
日
日
（
金
）
か
ら
毎
週
金
曜
日
の
午

後
2
時
か
ら
4
時
半
ま
で
（
午
後
）
診
療
い

た
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

院
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

O
対
象

お
歳
以
上
の
婦
人
で
、
町
外
勤
務
等
の
郎
介

で
、
集
団
検
診
の
日
に
ど
う
し
て
も
検
診
を
受

け
ら
れ
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

O
由
申
し
込
み
方
法

保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
診
券

（
料
金
千
湖
川
）

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
受
診
す
る
際、

M
人

科
病

（医）

院
の
窓
口
に
徒
出
し
て
く
だ
さ
い
。

育
成
医
療
の

種
類
が
追
加
ノ

主
会
場
朝
日
町

去
る
5
月
ロ
自
の
、
下
新
川
郡

体
育
協
会
総
会
に
お
い
て
、
第
ぬ

回
郡
民
体
育
大
会
の
日
程
が
決
ま

り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
朝
日
町

を
主
会
場
に
入
善
町

・
字
巷
月
町

で、

6
月
幻
日
（
日
）
の
水
泳
を

か
わ
切
り
に
店
経
自
の
絞
技
が
展

開
さ
れ
歩
手
。

ロM
g

居
間

’v水
泳

中
学

6
月
U
B

一
般

朝

日

町

営

プ

l
ル

V
陸

上
中学

7
月
4
日

一
般
紛
副
総
合
グ
ラ
ン
ド

マ
野

路

中
学

7
月
2
日

朝
日
総
合
グ
ラ
ン
ド

一
般

7
月
4
日

小
丸
山
グ
ラ
ン
ド

V
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

中
学

7
月
2
B

宇
奈
月
中
学
グ
ラ
ン
ド

一
般

7
月
4
日

旧
泊
中
山
｛
チ
グ
ラ
ン
ド

V
軟
式
箆
琢

中
学

7
月
7
8

入
普
通
動
公
閲

よ
る
5
刈
同
日
、
都
日

凶
朝
日
町
朝
間
野
球
大
会

の
開
会
式
が
、
新
緑
の
な

か
、
早
朝
5
時
却
分
か
ら

小
丸
山
グ
ラ
ン
ウ
ン
ド
で
附
似
さ

れ
ま
し
た
＆

前
回
優
勝
チ
ー
ム
、
日
以
紛
紛

の
優
勝
倣
返
還
の
後
、
必
千
を
代

表
し
て
、
ぷ
ノ
イ
ナ
”
チ
ー
ム
の

抽
也
間
筆
’
の
力
強
い
型
工
持
が

あ
り
、
口
H
か
ら
の
熱
戦
の
火
ぶ

た
が
切
っ
て
お
ろ
さ
れ
ま
し

rz

ス
ポ
ー
ツ
行
事
成
績

－
R

第
幻
回
町
民
テ
ニ
ス
大
会

。5月
幻
自

笹
川
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
4

。
団
体
戦

優
勝
五
附
山
チ
ー
ム

ス
お
1
9
A
g
m凶
恩

般

7
月
4
日

朝
日
総
合
グ
ラ
ン
ド

V
硬
式
鹿
琢

一一
般

7
月
4
日

人
善
運
動
公
園

’va干
琢

中
学

7
月
2
日

入
警
西
中
体
育
館

一一般

7
月
4
日

朝
日
総
合
体
育
館

V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

中
学

7
月
2
日

出
子
家
月
中
体
育
館

一
般

7
月
4
日

朝
日
総
合
体
育
館

V
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

中
学

7
月
2
日

入
務
中
体
育
館

7
月
4
8

日
泊
中
体
育
館

自世

マ
サ
ッ
カ
ー

中
学
一
般

7
月
2
日

7
月
4
日

朝
日
中
グ
ラ
ン
ド

V
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

中
学

7
月
2
日

朝
日
総
合
グ
ラ
ン
ド

〈選手責竃をする鎗聞き〉

的
三
区
A
チ
！
ム

O
例
人
戦

マ
男
子

一
部

①
川
村
稲
川
・
杉
み
・・札
之
仙
机

＠
小
縦
訂
正

・紘
一
川
則
子
組

マ
山内
f
・一
部

m沼
山
川
保

一
・
川
政
求
内
側
組

②
M
谷
忠
則

・
大
・中rH川
志
剣
山
相

マ
女
f
の
部

＠
川
水
路
子
・
杉
本
ひ
と
み
組

問
涯
総
出
明
子

・
竹
中
市
片
笑
組

;}.: 
勝大

家

庄

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
成

（
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

健
康
な
心
身
と
、
協
力
と
友
情

を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
と
し
て

4
月
口
日

ω大
・啄
庄
ミ
ニ
パ
ス
ケ

γ
ト
ポ
｜
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
凶
の

結
凶
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
こ
の

少
年
間
は
大
家
庄
小
川
サ
校
4
1

6
年
生
の
女
子
児
由
民
幻
名
で
情
成

さ
れ
、
昨
年
の
秋
か
ら
笑
質
的
活

自主

7
月
4
日

朝
日
中
学
体
育
館

V
相

機
中
学

7
川
4
臼

一
般
入
品
世
運
動
公
同

V
柔

道

中
学

7
月
2
日

一
般

7
月
4
日

朝
日
総
合
体
育
館

マ
剣

道
中
写

7
月
2
日

－
対
比
中
体
育
館

7
月
4
臼

朝
日
総
合
体
育
館

’E 
V
体

操
小川
7

7

川
2
日

人
普
凶
小
体
行
航

司F
E・，，，ス
般’Y：キ

附
初
日
年
2
川
口
H

－一一
的
ス
キ
｜州
場

会時 Ht

場出Ifl 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

午
後
l
時

却
分

総
介
体
行
航

－

M
入
、
行
少
年
を
刈
象
と

し
て
い
ま
す
が
、
山
山
に

参
加
く
だ
さ
い
。

動
を
’
打
ゥ
て
ね
り
ま
し
た
が
、
関

係
者
の
銑
…
・
ぷ
に
よ
り
・止
式
に
ス
ポ

ー
ツ
少
年
間
と
し
て
発
足
し
た
も

の
で
す
ゅ
こ
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同

の
結
成
は
朝
H
町
で
は
時
間
H
で、

似
週
土
雌
H
熱
心
に
的
動
し
て
い

ま
す
。

第

7
回

ピ
1
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

熱
戦
の
幕
と
じ
る

マ
剛山－

rの
制
仰

以
岡
崎
明
小
J

一・
・ん
チ

i
ム

次

勝

栄

町

チ

l
ム

マa
k
r
y
一
部

優
勝
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ
チ
ー
ム

次
勝

ぺ
ハ

i
ミ
ン
ト
チ
ー
ム

マ
女
子
二
部

優
勝
目
東
町
B
チ
l
ム

次
勝
ポ
テ
ト
チ

i
ム

認山町
3
2
4
4

……－m櫨層
帯
滋
猛
温
鴨

川

－
R

第
円
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

と

さ

6
川
初
日

（
U
）

と
こ
ろ

町
民
総
合
体
育
館

合
第
5
田
町
内
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

7
川

5
H
｛川
）

町
民
総
合
グ
ラ
ン
ド

b
去
、

と
ニ
ろ

と

且
斗
ハ
u
nh
v

(10) 、‘
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7月の事業案内みんなの保健｜

備考

妊娠中の生理衛生

対象地区

全地区

£』
:z:;; 

保健センター

場時

夜
1 :oo～3 :oo 

岡
村
E
E

・
船
一
内

者

婦

象対

母子手帳持参

検査料 2,000円

妊

午後
1 :oo-2 :30 
午前
9:30～1 i:oo 
午後
1 :30～ 2:30 
午前
9:30～ 11:00 
午後
1 :oo～ 3:00 
午前
9 :30-11:00 

t1～ 3 :oo I中央農協笹川支所｜笹
午前
9 :30～ l 1:00 
'r-後
I :oo ～；~ :oo 
午前
9:30～l I :oo 
i' 後
I :oo ～；~ :oo 
’1・tiii 
9:30～l 1:00 

u~Q..-:.1斗~出型E竺E

区地全
泊病院

盤形外科

午後
1 :30～ 2:00 27 R 57年 4月生

母子手帳持参区地全保健センター＠
一＠
一＠
一＠

。ru
－－q
J

－AU

生
一者

）

一
者

人
区地全保健センター

事 業

母親学級

3ヵ月兜健診
股関節脱臼
検査

1•6 ヵ月児健診

母

子

保

健

健康体操教室

I婦人1,050円
検査料｛l 1L@I, 100円区地泊保健センター7 望婦人乳房検診

羽入.i易の瀬羽入農家組合成

。健康手帳

問診察持参

。ボタン，ホックの

ついていない下着

着用

崎

Jll 

町

Jll 

山右辻

赤

殿

辻岩崎公民館

赤 川公民館

殿町公民館

＠ 

＠ 

5 

6 

（栄

高畠 ・長野・谷

町.iB 中保健センター

i釘保小学校

＠ 8 

15疏以上

※ただし勤務

先で検診を

受ける人を

｜場；< 

※循明日i店険診

t.t64u足以－1--

結核循環器

検 診

人

病

予

・7 @ 
16@ 

?7 －~ 
4 ⑪ 

I l⑪ 

谷

一M
新
一
一野

一花

一
細

谷

一・崎
一
・

一池

一
坊

－

t

－
 

－Ja
－

－
．
 

蛭

一小
山
一
一極

＋立

小イ1：池公民館

分谷主主
12⑪ 

15 R 

防

健
し
を

保
代
悩
酬

も
船
ね

て
が
は

外
士
き
。

以
畠
置
と
す

日
栄
る
ま

刷
剛
．
い
け

定
締
て
長

午後
1 :oo～ 3 :oo 

H:llul・乳幼児

者i 堵. ~－ 
区I也全｛当：健センター

’I: （圭
l :30～：3 :3υ 

t！乱～ :3: ao I中央農協南i果支所｜高畠・長野 ・谷
午tili

25⑪｜干す｝～11:30
1::m～；l : :30 

町中自官b.. Z三町．A
H

．
 

食
生
活
改
善

人fl'~l 巡回栄養指導
「
－：；

副
町

一
山M
T
骨
中

l
：
（
 

”
J
 

－
I
 

T

’
 

一不
縦
．
．． 
・i
l

－
－

－
 

・1
1

・
一

の

’r
－
n
p
 

ね

一利
引

終町公民館

初日閉公t己自官
52if・ 6 H I llからI2 
54年5Jl31 l:lまでト
’tまれたti- I 9 

似育園児は除〈ばI也全保健センター’l二f圭
l : 30～ 2 :30 
＠ 

＠ 
炎脳本日

予
防
機
橿

－－a
の
献
血
・

協
力
者
名

1
4
月
実
施
分
l

境
地
区

水
島
光
昭

宮
崎
地
区

松
本
京
子
、
松
本
研

一
、
佐
田
伶
チ
、
竹
谷
佐
裕
美
、

・
水
島
俊
雄
、
水
H

削
グ
失

泊
一
区

千
悶
義
光
、
目
以
川
良
刷
、
磯
山
五
品
川
、
長
井
総
生
、
佐
々

本
円
子
、
十
u
別
立
涯
、
岩
城
住
弘
、
仏
出
窓
口
美
f

泊
二
区
河
内
明
志
、
近
江
エ
イ
f
、車
林
野
稔
、
中
村
扶
美
f
、
山

崎
光
治
、
加
泌
邦
男
、
校
本
武
ト
心
、

－長
津
也
子
司
、
ド
川
和
光
、
ト
工
山

市
明

泊
三
区
折
谷
美
五
円
剛
力
、
川
村
美
利
子
、
長
谷
正
、
杉
岡
減
、
占
江

徳
久
、
畑
良
造
、
小
川
村
明
、
中
仏
治

f
、
村
川
泊
、
大
村
治

一
、

川
ム
口
俊
雄
、
河
村
ぶ
ル
ル
仁

五
箇
庄
地
区
永
井
前
総
、
尚
旧
約
、
合
併
仏
大
治
、
杉
本
字
一
折
、
川

内
芳
美
、
校
沢
正
問
、
大
久
保
秘
総

南
保
地
区
谷
美

T
代、

迫
間
ふ
さ
、
谷
川
敏

〔

松
．ぬ
宇
治
、
。

笠
山
郎

山
崎
地
区
仙
名
和
彦
、
山
水
明
代
、
本
手
心、

水
針
タ
1
u

大
家
庄
地
区
稲
川
一問
、
小
’仏
久
美
f
、
尚
品
川
叩
砂、

新
川
議
、
以

問
苧
樹
、
消
水
川
成
明
、
出
水
正
殿
、
大
山
崎

f
、
鍋
谷
川
出

一
、
伊

必
明
子
、

品川
水
問
、
附
附
好
夫

（町
中れ
）

、、‘目，，
向
／

u
．．．． 
a
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( 21) 5 （（） ）負傷者。者げ）死5 （年if.娯；j十数件

7
月
の
休
日
救
急
診
察
当
番
医

5月の町内交通事故

月七 月七 員員
一 一
五 ［＼ 四
日 日 日 日
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日 日 日 臼
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段 中 寺 辻

東 Jll 崎

医 医 医 医

日完 院 院 院
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宮 宮 宮 宮
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